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は
じ
め
に
│
│
四
選
さ
れ
た
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
一
日
、
チ
リ
で
大
統
領
と
上
下
両
院
議

員
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
与
党
連
合
「
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
」

（Concertación de Partidos por la D
em

ocracia

）
が
、
か
ね

て
か
ら
の
予
測
ど
お
り
、
順
当
に
勝
利
し
た
。
大
統
領
選
挙
で
は

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
推
す
ミ
チ
ェ
ル
・
バ
チ
ェ
レ
（M

ichelle 
Bachelet　

党
籍
は
社
会
党
）
が
、
第
一
回
投
票
で
は
当
選
に
必
要

な
過
半
数
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
有
効
投
票
の
四
五
・
九
六
％

を
得
て
首
位
に
立
ち
、
翌
二
〇
〇
六
年
の
一
月
一
五
日
に
実
施
さ

れ
た
決
選
投
票
（
上
位
二
名
に
よ
る
決
選
投
票
）
で
五
三
・
五
〇
％
を

獲
得
し
て
逃
げ
切
っ
た
（
表
１
）。
ま
た
下
院
議
員
選
挙
（
全
議
席

が
改
選
）
で
は
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
一
二
〇
議
席
中
六
五
議
席

を
獲
得
し
、
改
選
前
の
六
二
議
席
か
ら
三
議
席
を
上
積
み
し
た
（
表

２
）。
一
方
、
三
八
議
席
中
二
〇
議
席
が
改
選
と
な
る
上
院
議
員
選

挙
で
も
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
一
一
議
席
を
獲
得
し
、
非
改
選
の

九
議
席
と
合
わ
せ
て
過
半
数
の
二
〇
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
九
〇
年
三
月
の
民

政
移
管
以
来
、
四
期
連
続
で
有
権
者
か
ら
チ
リ
の
国
政
を
託
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
院
に
お
い
て
も
民
政
移
管
以
来
、
一
貫
し

て
守
っ
て
き
た
過
半
数
の
議
席
を
今
回
も
維
持
し
た
。
ま
た
上
院

二
〇
〇
五
／
〇
六
年
チ
リ
大
統
領
・
議
会
選
挙

―
―
選
挙
制
度
が
も
た
ら
し
た
政
治
構
図
と
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
持
続
の
意
味

浦
部
浩
之

 
特
集
―

２ 

「
正
し
い
左
派
」と 

「
誤
っ
た
左
派
」
の
あ
い
だ
で
揺
れ
る 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
、
軍
政
が
残
し
た
「
負
の
遺
産
」
で
あ
る
任
命
議
員

（
後
述
）
と
終
身
議
員＊

１

が
二
〇
〇
五
年
八
月
の
憲
法
改
正
に
よ
り
今

期
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン

は
つ
い
に
少
数
与
党
の
状
態
を
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
チ
リ
で

与
党
が
上
院
で
過
半
数
を
制
す
る
の
は
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
＝
ビ
デ
ラ

（Gabriel González V
idela

）
政
権
期
中
に
共
産
党
が
連
立
入
り
し

た
一
九
四
七
〜
五
〇
年
以
来＊

２

と
な
る
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
政
治
が
急
速
に
左
傾
化
し
て
い
る
と

し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

諸
国
は
米
国
や
国
際
金
融
界
の
支
援
の
も
と
、
新
自
由
主
義
（
ネ
オ

3,190,691 45.96バチェレ
1,763,694 25.41ピニェラ
1,612,608 23.23ラビン
375,048 5.40ヒルチ

6,942,041 100有効票計
180,485無効票
84,752 －

－

－

－
－
－

白票
7,207,278計

得票数 得票率（％）
第 1 回投票
からの増減

決選投票（2006 年 1 月 15 日）

3,723,019 53.50 +532,328バチェレ
3,236,394 46.50 +1,472,700ピニェラ
6,959,413 100 +17,372有効票計
154,972 －25,513無効票
47,960 －36,792白票

7,162,345 －44,933計

得票数 得票率（％）第 1 回投票（2005 年 12 月 11 日）

表 1　2005/06 年チリ大統領選挙・投票結果

（出所）チリ選挙審査裁判所（TRICEL）公式発表に基づき筆者作成。

3,417,207 51.76 120 65コンセルタシオン
1,370,501 20.76 56 20　キリスト教民主党（PDC）
663,561 10.05 21 15　社会党（PS）

1,017,956 15.42 27 21　民主主義のための党（PPD）
233,564 3.54 9 7　急進社会民主党（PRSD）
131,625 1.99 7 2　コンセルタシオン系無所属

2,556,386 38.72 120 54右派連合
932,422 14.12 50 19　国民革新（RN）

1,475,901 22.36 59 33　独立民主同盟（UDI）
148,063 2.24 11 2　右派連合系無所属

得票数 得票率（％）候補者数 当選者数名　簿

339,547 5.14 62 －　共産党（PC）
102,842 1.56 33 －　人道主義党（PH）
46,229 0.70 20 －　左翼連合系無所属
77,213 1.17 23 1地域主義連合
20,191 0.31 7 －　無所属国民同盟（ANI）
26,698 0.40 3 1　地域主義行動党（PAR）
30,324 0.46 13 －　地域主義連合系無所属
62,387 0.94 8 －無所属

6,601,811 386 120合計

488,618 7.40 115 －左翼連合

表 2　2005 年チリ下院議員選挙結果

（出所）チリ選挙審査裁判所（TRICEL）公式発表に基づき筆者作成。
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リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
）
を
機
軸
と
す
る
財
政
再
建
や
民
営
化
、
市
場
経
済

化
を
強
力
に
推
し
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
失
業
の
増
大
、
あ

る
い
は
一
向
に
縮
ま
ら
な
い
貧
富
の
格
差
と
い
っ
た
、
改
革
が
も
た

ら
す
副
作
用
に
対
す
る
人
々
の
失
望
が
広
が
り
、
伝
統
政
党
や
既
存

の
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
は
失
墜
し
た
。
そ
の
真
空
状
態
を
埋
め

る
よ
う
に
台
頭
し
て
き
て
い
る
の
が
「
左
派
」
で
あ
る
。一
口
に
「
左

派
」
と
い
っ
て
も
、
米
国
や
既
存
の
政
治
経
済
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る

敵
対
性
、
市
場
経
済
主
義
と
の
政
策
的
距
離
、
議
会
制
民
主
主
義
の

尊
重
の
度
合
い
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
が
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の

修
正
を
訴
え
大
衆
の
支
持
を
集
め
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
周
辺
諸
国
の
状
況
に
比
べ
る
と
、
チ
リ
の
コ
ン
セ
ル
タ

シ
オ
ン
政
権
の
安
定
性
と
持
続
性
は
傑
出
し
て
い
る
（
図
１
の
政
権

支
持
率
も
参
照
）。
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
は
こ
れ
ま
で
、
堅
実

な
マ
ク
ロ
経
済
の
運
営
と
積
極
的
な
自
由
貿
易
の
拡
大
で
、
チ
リ
に

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
随
一
の
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
し

て
ま
た
貧
困
対
策
や
社
会
政
策
を
拡
充
さ
せ
、
貧
富
の
格
差
が
縮

ま
ら
な
い
と
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
貧
困
人
口
を
大
幅
に
低
下

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た＊

３

。
こ
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
基
調
と

す
る
経
済
・
社
会
政
策
が
、
チ
リ
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党

（PD
C: Partido D

em
ócrata Cristiano

）、
社
会
党
（PS: Partido 

Socialista de Chile

）、
民
主
主
義
の
た
め
の
党
（PPD

: Partido 
por la D

em
ocracia

）＊
４、

急
進
社
会
民
主
党
（PRSD

: Partido 
Radical Socialdem

ócrata

）
と
い
う
中
道
と
左
派
の
政
党
連
合＊

５

に
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（出所）CERC 社世論調査（http://www.cerc.cl/）。
図 1　世論調査：政権支持率（1990～2005 年）

支持

不支持

わからない／無回答

よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
、
チ
リ
で
は
政
権
が
安
定
的
に
持
続
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

そ
れ
は
今
後
も
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意

識
を
念
頭
に
、
今
回
の
選
挙
戦
を
振
り
返
り
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の

勝
因
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
要
因
と
し
て
見
落
と
せ
な

い
、
チ
リ
の
与
野
党
対
立
構
図
を
規
定
す
る
特
殊
な
議
会
選
挙
制

度
、
お
よ
び
左
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。Ⅰ　

チ
リ
の
選
挙
制
度
と
政
治
構
図

１　

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
の
誕
生

ま
ず
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
が
成
立
し
た
経
緯
を
概
観
し
て
お

き
た
い
。

チ
リ
は
一
九
七
三
年
九
月
一
一
日
か
ら
一
九
九
〇
年
三
月
一
一
日

の
民
政
移
管
ま
で
、
一
六
年
半
に
わ
た
り
ピ
ノ
チ
ェ
ト
（A

ugusto 
Pinochet

）
将
軍
を
首
班
と
す
る
軍
事
政
権
の
下
に
あ
っ
た
。
ピ
ノ

チ
ェ
ト
は
そ
れ
に
先
立
つ
ア
ジ
ェ
ン
デ
（Salvador A

llende

）
政

権
が
も
た
ら
し
た
経
済
的
社
会
的
混
乱
か
ら
「
国
家
を
救
う
」
と
の

大
義
で
ク
ー
デ
タ
を
断
行
し
、
権
力
を
掌
握
し
た
。
し
か
し
政
治
活

動
や
言
論
の
自
由
を
厳
し
く
制
限
し
、
左
派
や
労
働
組
合
な
ど
の
旧

政
権
支
持
者
を
激
し
く
弾
圧
す
る
抑
圧
体
制
を
敷
い
た
た
め
、
国
内

外
か
ら
の
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
。
た
だ
他
方
で
ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権

は
徹
底
し
た
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
経
済
改
革
を
行
い
、
チ
リ
の
マ
ク

ロ
経
済
を
立
て
直
し
た
た
め
、
財
界
や
保
守
層
か
ら
は
根
強
く
支
持

さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
チ
リ
で
は
軍
の
威
信
と
発
言
力
は
高
い
水
準
で
維
持

さ
れ
、
チ
リ
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に
は
軍
の
意
向
や
権
益
が
か
な

り
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
は
ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権
の
打
倒
を
目
指
し
て

い
た
反
軍
政
勢
力
は
、
磐
石
な
政
権
基
盤
を
前
に
そ
れ
が
困
難
と

悟
る
や
、
軍
事
政
権
の
制
定
し
た
「
一
九
八
〇
年
憲
法
」
を
容
認

し
、
そ
の
枠
内
で
政
権
を
奪
回
す
る
方
針
に
転
換
し
た
。
具
体
的
に

は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
る
大
統
領
信
任
国
民
投
票
で
ピ

ノ
チ
ェ
ト
に
「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け
、
民
政
移
管
選
挙
に
も
ち
こ
む

こ
と
を
目
標
と
し
た
。
軍
事
政
権
側
は
自
ら
が
定
め
た
こ
の
国
民
投

票
で
信
任
を
得
て
、
さ
ら
に
八
年
間
、
任
期
を
延
長
で
き
る
と
ふ
ん

で
い
た
。
し
か
し
反
軍
政
勢
力
は
国
際
世
論
も
味
方
に
つ
け
な
が

ら
「
民
主
化
の
波
」
に
巧
み
に
乗
り
、
不
信
任
五
四
・
七
％
、
信
任

四
三
・
〇
％
で
首
尾
よ
く
ピ
ノ
チ
ェ
ト
を
退
陣
に
追
い
込
む
こ
と
に

成
功
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
軍
事
政
権
と
民
主
化
勢
力
と
の
間
で
民
政
移

管
選
挙
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
盛
り

込
ん
だ
憲
法
修
正
案
が
一
九
八
九
年
七
月
の
国
民
投
票
で
、
賛
成
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八
五
・
七
％＊

６

で
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
八
九
年
一
二
月
の
民

政
移
管
選
挙
で
民
主
化
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
エ
イ
ル
ウ
ィ
ン

（Patricio A
ylw

in

）
が
得
票
率
五
五
・
一
七
％＊

７

で
勝
利
し
、
コ
ン

セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
政
権
到
達
を
果
た
し
た
。

２　

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制＊

８

と
二
大
政
治
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成

た
だ
し
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
現
実
主
義
的
な
民
主
化
戦
略
を

と
っ
て
い
た
た
め
、
軍
事
政
権
側
と
の
交
渉
で
多
く
の
妥
協
を
強
い

ら
れ
、
軍
の
権
益
を
守
る
法
的
枠
組
み
が
い
く
つ
も
温
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
民
政
移
管
後
に
再
開
さ
れ
る
議
会
の

構
成
に
か
か
わ
る
事
項
、
具
体
的
に
は
軍
政
支
持
派
の
議
席
比
が
過

重
に
な
る
よ
う
仕
組
ま
れ
た
選
挙
制
度
と
任
命
上
院
議
員
制
度
で

あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
選
挙
制
度
に
関
し
て

は
、
全
国
を
上
院
一
九
、
下
院
六
〇
の
選
挙
区
に
分
け
、
そ
の
す
べ

て
の
選
挙
区
に
お
け
る
定
数
が
二
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
の

選
挙
区
か
ら
同
一
の
「
名
簿
」（
政
党
な
い
し
政
党
連
合
）
に
属
す

る
候
補
者
が
二
名
と
も
当
選
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
二
候
補
の
合
計

得
票
数
が
、
第
二
位
の
「
名
簿
」
に
属
す
る
候
補
者
の
合
計
得
票
数

の
二
倍
を
超
え
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ピ
ノ
チ
ェ
ト
不
信
任
も
大
統
領
選
も
得
票
率
ほ
ぼ
五
五
％
と
い
う

水
準
で
民
主
化
運
動
を
展
開
し
て
い
た
反
軍
政
勢
力
に
と
っ
て
、
二

議
席
独
占
を
果
た
す
こ
と
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
実

際
、
民
政
移
管
選
挙
で
は
次

の
よ
う
な
事
例
が
生
じ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
バ
チ
ェ
レ

の
前
任
の
大
統
領
で
あ
る
ラ

ゴ
ス（Ricardo Lagos

）
は
、

当
時
、
首
都
州
西
部
選
挙
区

の
上
院
選
に
出
馬
し
、
個
人

別
で
第
二
位
の
票
を
獲
得
し

た
（
表
３
）。
と
こ
ろ
が
、

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
か
ら
出

馬
し
た
も
う
一
人
の
候
補
者

サ
ル
デ
ィ
バ
ル
（A

ndrés 
Zaldívar

）
と
ラ
ゴ
ス
の
合

計
得
票
数
は
、
右
派
連
合
か

ら
出
馬
し
た
二
候
補
の
合
計

得
票
数
の
二
倍
に
達
し
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
双

方
の
政
党
連
合
か
ら
上
位
の

一
名
ず
つ
が
当
選
す
る
こ
と

と
な
り
、
ラ
ゴ
ス
は
落
選
し

た
の
で
あ
る
。

サルディバル（A. Zaldívar）キリスト教民主党（PDC） 当選 408,227コンセルタシオン
ラゴス（R. Lagos） 民主主義のための党（PPD） － 399,721コンセルタシオン
グスマン（J. Guzmán） 独立民主同盟（UDI） 当選 224,396右派連合
オテロ（M. Otero） 国民革新（RN） － 199,856右派連合
サンタンデル（S. Santander）左翼系無所属 － 59,834左翼連合
ミランダ（R. Miranda） 左翼系無所属 － 13,435左翼連合

計 1,305,469

候補者名 所属政党 得票数名　簿
31.27
30.62
17.19
15.31
4.58
1.03

100.00

得票率（％）

表 3　1989 年上院議員選挙（首都州西部選挙区）結果

（出所）チリ選挙審査裁判所（TRICEL）公式発表に基づき筆者作成。

こ
の
ド
ン
ト
式
比
例
代
表
シ
ス
テ
ム
を
定
数
が
た
っ
た
二
の
選
挙

区
で
用
い
る
と
い
う
、
や
や
い
び
つ
な
選
挙
制
度
が
導
入
さ
れ
た
背

景
に
は
、
明
ら
か
に
、
軍
政
支
持
派
と
反
軍
政
派
の
議
席
比
を
で
き

る
だ
け
一
対
一
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
軍
事
政
権
側
の
思
惑
が
あ
っ

た＊
９

。
そ
し
て
ま
た
、
作
成
者
の
意
図
は
と
も
か
く
、
こ
の
制
度
は
結

果
的
に
、
政
治
勢
力
を
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
に
収
斂
さ
せ
、
か
つ
両
者
の

勢
力
関
係
を
拮
抗
さ
せ
、さ
ら
に
、一
度
で
き
あ
が
っ
た
政
治
ブ
ロ
ッ

ク
の
再
編
成
を
著
し
く
抑
止
す
る
と
の
大
き
な
影
響
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
一
勢
力
に
し
て
み
れ
ば
、
も
し
二
議
席
独
占

を
果
た
そ
う
と
す
る
な
ら
、
党
勢
を
拡
大
し
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
結
束
を

強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
勢
力
に
し
て
み
れ

ば
、
も
し
自
ブ
ロ
ッ
ク
を
分
裂
さ
せ
れ
ば
第
一
勢
力
に
二
議
席
独
占

を
許
す
だ
け
の
結
果
に
終
わ
る
の
で
あ
り
、
や
は
り
連
合
関
係
は
な

ん
と
し
て
も
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
選
挙
制
度
を
つ
く
っ
た
う
え
で
軍
事
政
権
は
さ
ら
に
周
到

に
、
軍
の
退
役
将
軍
な
ど
九
名＊＊

＊

か
ら
な
る
任
命
上
院
議
員
の
制
度
を

用
意
し
た
。
そ
の
意
図
は
も
ち
ろ
ん
、
軍
事
政
権
側
が
自
ら
の
息
の

か
か
っ
た
人
物
を
上
院
に
送
り
込
み
、
確
実
に
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン

を
過
半
数
割
れ
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
法
律
の
制
定
や
改

廃
を
軍
政
支
持
派
の
同
意
な
し
に
は
行
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

こ
う
し
て
チ
リ
で
は
、
一
方
に
反
軍
政
民
主
化
運
動
を
展
開
し

て
い
た
中
道
左
派
の
政
党
連
合
で
あ
る
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
、
も

う
一
方
に
軍
政
支
持
派
で
あ
っ
た
国
民
革
新
（RN

: Renovación 
N

acional

）
と
独
立
民
主
同
盟
（U

D
I: U

nión D
em

ócrata 
Independiente

）＊＊
＊

か
ら
な
る
右
派
系
の
政
党
連
合
と
い
う
二
つ
の

政
治
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
た
。

３　

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
の
弊
害

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
の
も
と
で
、
民
政
移
管
後
の
チ
リ
の
選
挙

戦
は
、
マ
ク
ロ
に
み
れ
ば
い
つ
も
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
と
野
党
の

右
派
連
合
と
が
一
騎
打
ち
を
演
じ
て
き
た
。
も
し
選
挙
戦
略
の
理
想

像
を
描
く
と
す
る
な
ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
で
き
る
だ
け
魅
力
的
な
大

統
領
候
補
を
擁
立
し
て
有
権
者
を
惹
き
つ
け
、
議
会
選
の
二
人
の
候

補
者
が
切
磋
琢
磨
し
て
票
を
掘
り
起
こ
し
、
大
統
領
を
当
選
さ
せ
、

か
つ
議
会
選
で
の
二
議
席
独
占
も
果
た
す
、と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

だ
が
ミ
ク
ロ
に
み
る
と
、
現
実
は
大
き
く
異
な
る
。
表
４
に
示
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
議
会
選
挙
に
お
け
る
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
得

票
率
の
変
動
は
四
五
％
台
か
ら
五
五
％
台
、
右
派
連
合
の
そ
れ
は

三
四
％
台
か
ら
四
四
％
台
の
間
で
推
移
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
支
持

政
党
に
特
定
の
強
い
傾
き
が
み
ら
れ
る
ご
く
一
部
の
選
挙
区
を
除

き
、
ひ
と
つ
の
政
治
ブ
ロ
ッ
ク
が
二
人
の
候
補
者
を
そ
ろ
っ
て
当
選

さ
せ
る
の
は
非
常
に
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
各

候
補
者
は
、
自
分
の
当
落
に
は
ほ
と
ん
ど
関
係
の
な
い
相
手
ブ
ロ
ッ

ク
の
候
補
者
で
は
な
く
、
自
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
も
う
一
人
の
候
補
者
を
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い
か
に
凌
ぐ
か
を
目
標
に
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る＊＊

＊

。

こ
う
し
た
内
部
競
争
型
選
挙
が
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
内
で
の
政
党
間
の
軋
轢
も
し
だ
い
に
増
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け

政
権
内
で
役
職
な
ど
の
政
治
的
資
源
の
配
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

与
党
と
は
異
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
選
挙
目
的
で
政
党
連
合
を
組
ん
で
い

る
国
民
革
新
と
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
間
で
は
、
個
人
的
確
執
も
あ
い
ま
っ
て
、

関
係
が
非
常
に
冷
却
化
し
た
。
そ
し
て
両
党
の
対
立
が
一
線
を
超
え

た
の
が
今
回
の
大
統
領
選
挙
で
あ
っ
た
。
議
会
選
の
候
補
者
調
整
を

め
ぐ
る
対
立
が
響
い
て
与
野
党
対
決
以
上
に
両
党
間
の
争
い
が
白
熱

し
、
大
統
領
候
補
の
一
本
化
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ　

二
〇
〇
五
／
〇
六
年
選
挙
戦
を
振
り
返
る

１　

大
統
領
候
補
者
た
ち
の
人
物
像

二
〇
〇
五
／
〇
六
年
の
大
統
領
選
挙
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
で
は
早
く
か
ら
二
人
の
女
性
閣
僚
の
名
が
大

統
領
候
補
と
し
て
さ
か
ん
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教

民
主
党
の
ソ
レ
ダ
・
ア
ル
ベ
ア
ル
（Soledad A

lvear

）
外
相
と
社

会
党
の
バ
チ
ェ
レ
国
防
相
で
あ
る
。
二
人
と
も
政
権
内
の
目
立
つ
存

在
で
あ
り
、
か
つ
花
形
ポ
ス
ト
で
実
績
を
上
げ
て
い
た
。
だ
が
二
人

の
女
性
が
大
統
領
の
座
を
争
う
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
世
間
の
目

に
新
鮮
に
映
っ
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
、
政
権
の
内
外
で
「
勝
て

る
候
補
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
何
よ
り
の
理
由
で
あ
る＊＊

＊

。

二
〇
〇
四
年
九
月
に
二
人
が
同
時
に
閣
僚
を
辞
任
し
た
と
き
に
、
統

一
大
統
領
候
補
の
座
を
か
け
て
の
競
争
が
実
質
的
に
始
ま
っ
た
と
い

え
る
。

ア
ル
ベ
ア
ル
は
一
九
九
一
年
、
エ
イ
ル
ウ
ィ
ン
大
統
領
に
国
家

女
性
事
業
庁
（
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｍ
）
の
初
代
長
官
（
国
務
相
）
に
任

51.49 34.181989 年／下院
54.63 34.851989 年／上院
55.40 36.681993 年／下院
55.48 37.321993 年／上院
50.51 36.261997 年／下院
49.88 36.641997 年／上院
47.90 44.272001 年／下院
45.02 38.622001 年／上院
51.76 38.722005 年／下院
51.31 34.302005 年／上院

コンセルタシオン 右派連合

表 4　議会選挙・名簿別得票率の推移（％）

（出所）チリ選挙審査裁判所（TRICEL）公式発表に基づき筆者
　　　　作成。

命
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
く
フ
レ

イ
（Eduardo Frei Ruiz-T

agle

）
政
権
で
も
数
少
な
い
留
任
閣

僚
と
し
て
法
相
を
務
め
、
一
九
九
九
年
の
大
統
領
選
挙
で
ラ
ゴ
ス

候
補
が
二
位
の
右
派
候
補
に
薄
氷
の
差
（
得
票
率
四
七
・
九
六
％
対

四
七
・
五
二
％
）
ま
で
迫
ら
れ
た
と
き
に
は
、
急
き
ょ
選
挙
対
策
本

部
長
に
抜
擢
さ
れ
て
ラ
ゴ
ス
支
持
票
、
と
く
に
女
性
票
の
掘
り
起
こ

し
に
大
き
な
成
果
を
収
め
た
。
そ
し
て
ラ
ゴ
ス
政
権
に
お
い
て
は
発

足
と
と
も
に
外
相
に
就
き
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
度
を
さ
ら
に
高
め

た
。こ

れ
に
対
し
、
バ
チ
ェ
レ
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
ま
で
は
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
無
名
の
存
在
で
あ
っ
た
。
小
児
科
医
の
資
格
を
も
つ

バ
チ
ェ
レ
は
ラ
ゴ
ス
大
統
領
に
よ
り
厚
相
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
ろ
よ

り
、
国
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
っ
と
も
当
初
は
バ
チ
ェ
レ

自
身
よ
り
も
、
閣
僚
一
六
人
中
五
人
を
女
性
に
す
る
と
の
ラ
ゴ
ス

の
目
玉
人
事
と
い
う
側
面
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
二
年
一
月
の
内
閣
改
造
で
バ
チ
ェ
レ
が
国
防
相
に
横
滑
り
す

る
と
、
そ
の
存
在
が
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
と

い
う
の
は
、
ま
ず
チ
リ
で
国
防
相
に
女
性
が
就
任
す
る
の
は
史
上
初

め
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
軍
と
の
関
係
へ
の
配
慮
か
ら
中
道
の
キ
リ
ス

ト
教
民
主
党
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
の
ポ
ス
ト
に
、
社
会
党
員

が
登
用
さ
れ
る
の
も
民
政
移
管
後
で
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
バ
チ
ェ
レ
の
父
親
が
ピ
ノ
チ
ェ
ト
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
に

反
対
し
て
捕
ま
り
獄
中
死
し
た
空
軍
将
軍
で
あ
り
、
バ
チ
ェ
レ
自
身

も
一
九
七
五
年
、
母
親
と
と
も
に
捕
ら
え
ら
れ
ビ
ジ
ャ
・
グ
リ
マ
ル

デ
ィ
（V

illa Grim
aldi

）
と
称
す
る
有
名
な
収
容
施
設
で
拷
問
を
受

け
、
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
東
ド
イ
ツ
に
亡
命
を
強
い
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
が
世
間
の
関
心
の
的
と
な
っ
た
。

お
り
し
も
バ
チ
ェ
レ
が
国
防
相
に
在
任
し
て
い
た
二
〇
〇
三
年

は
、
ク
ー
デ
タ
三
〇
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
チ
ェ
イ
レ
（Juan 

Em
ilio Cheyre

）
陸
軍
総
司
令
官
が
年
頭
、
軍
の
犯
し
た
人
権
侵

害
を
自
己
批
判
し
過
去
と
の
決
別
を
図
る
と
の
文
書
を
発
表
す
る
な

ど
、
民
軍
関
係
の
改
善
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
っ
た＊＊

＊

。
そ

し
て
バ
チ
ェ
レ
は
本
人
の
体
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
任
中
、
軍
に

対
す
る
憎
悪
や
攻
撃
的
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
い
っ
さ
い
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
バ
チ
ェ
レ
の
態
度
が
チ
リ
国
民
に
好
感
を
抱
か
れ
、
国

民
和
解
の
象
徴
と
し
て
彼
女
の
存
在
感
を
お
お
い
に
高
め
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
一
方
の
右
派
連
合
の
側
で
は
、
一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇
年
の

大
統
領
選
で
ラ
ゴ
ス
に
あ
と
一
歩
ま
で
迫
っ
た
ホ
ア
キ
ン
・
ラ
ビ
ン

（Joaquín Lavín

）
が
、
選
挙
の
直
後
よ
り
次
期
大
統
領
候
補
の
最

有
力
と
目
さ
れ
続
け
て
き
た
。
ラ
ビ
ン
は
ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権
下
で
経

済
政
策
の
立
案
に
携
わ
り
、
民
政
移
管
後
も
Ｕ
Ｄ
Ｉ
党
内
の
要
職
や

高
級
住
宅
街
ラ
ス
コ
ン
デ
ス
の
市
長
を
務
め
る
な
ど
、
い
つ
も
右
派

政
界
の
中
心
に
い
た
人
物
で
あ
る
。
大
統
領
選
惜
敗
後
も
、
根
強
い

人
気
を
背
景
に
圧
倒
的
な
得
票
率
で
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
市
長
に
当
選
し

（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）、
就
任
後
は
、
治
安
の
悪
化
を
懸
念
す
る
世
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論
に
応
え
、
警
察
と
は
別
組
織
の
市
専
属
警
備
員
を
目
抜
き
通
り
に

配
す
る
な
ど
の
目
新
し
い
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

前
回
の
大
統
領
選
に
お
け
る
ラ
ビ
ン
の
戦
い
ぶ
り
は
、
敗
れ
は
し

た
が
、
き
わ
め
て
巧
み
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
波

及
で
経
済
が
低
迷
す
る
な
か
（
こ
の
時
期
の
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の

支
持
率
も
図
１
で
参
照
）、
平
明
な
言
葉
で
変
化
を
訴
え
、
親
し
み

や
す
さ
を
前
面
に
出
し
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
う
る
行
動
的
な
人

物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
し
て
有
権
者
か
ら
の
支
持
を
急
激
に

伸
ば
し
た＊＊

＊

。

と
こ
ろ
が
今
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
そ
の
新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ

が
、
二
人
の
女
性
候
補
の
登
場
で
完
全
に
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
。
図

２
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
二
人
が
脚
光
を
浴
び
る
の
に
呼
応
す

る
か
の
よ
う
に
、
ラ
ビ
ン
の
人
気
に
翳
り
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
の
が
連
合
相
手
の
国
民
革
新

で
あ
っ
た
。
党
内
で
は
ラ
ビ
ン
に
代
わ
る
独
自
候
補
擁
立
論
が
に
わ

か
に
高
ま
り
、
や
が
て
前
党
首
の
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ピ
ニ
ェ
ラ

（Sebastián Piñera

）
を
推
す
動
き
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ピ
ニ
ェ

ラ
も
民
政
移
管
直
後
か
ら
八
年
、
上
院
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
右
派

の
な
か
で
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
い
く
つ
も
の
有
力
企
業
を

所
有
す
る
実
業
家
で
も
あ
り
、
一
三
億
ド
ル
と
も
い
わ
れ
る
総
資
産＊＊

＊

は
選
挙
戦
を
戦
う
に
十
分
で
あ
っ
た
。
だ
が
政
治
家
と
し
て
の
ピ

ニ
ェ
ラ
を
何
よ
り
も
際
立
た
せ
て
い
た
の
は
、
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
な
姿

勢
で
あ
る
。
ピ
ニ
ェ
ラ
は
一
九
八
八
年
の
ピ
ノ
チ
ェ
ト
信
任
投
票
で

0

10

20

30

40

50

60

70

02
年
9
月

03
年
12
月

04
年
12
月

05
年
10
月

05
年
12
月

バチェレ

ピニェラ

ラビン

アルベアル

ヒルチ

04
年
4
月

04
年
7
月

04
年
9
月

05
年
4
月

05
年
7
月

52 54

47

55

24

19
17 17 16 16

38

39 42

36

48 48

58 51

42

3938

17 11

29

41

45

54 54

42

30

28

1
4

12

23

20

25

35
37

40
44

（出所）CERC 社世論調査（http://www.cerc.cl/）をもとに筆者作成。
（注）現大統領以外で将来性のある政治家を 5 人あげよとの問に対する回答。

図 2　世論調査：将来性のある政治家

「
ノ
ー
」
に
投
じ
た
、
右
派
の
な
か
で
の
数
少
な
い
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
ピ
ニ
ェ
ラ
に
は
政
敵
も
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
。
ピ
ニ
ェ

ラ
は
一
九
九
二
年
、
大
統
領
選
出
馬
に
意
欲
を
示
し
て
い
た
が
、
党

内
で
競
合
し
て
い
た
女
性
下
院
議
員
の
人
気
低
下
を
政
友
と
画
策

す
る
電
話
が
盗
聴
さ
れ
て
テ
レ
ビ
で
暴
露
さ
れ
た
た
め
に
、
出
馬

辞
退
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
電
話
の
盗
聴
は
陸

軍
の
諜
報
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る＊＊

＊

。
ま
た
二
〇
〇
一
年
の
上
院
選
で
も
、
ピ
ニ
ェ
ラ
は
チ
リ
最

大
の
港
湾
都
市
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
の
選
挙
区
か
ら
の
出
馬
を
試
み
た

が
、ピ
ニ
ェ
ラ
を
快
く
思
わ
な
い
Ｕ
Ｄ
Ｉ
が
ア
ラ
ン
シ
ビ
ア
（Jorge 

A
rancibia

）
海
軍
総
司
令
官
を
同
じ
選
挙
区
に
擁
立
し
て
強
い
圧

力
を
か
け
た
た
め
、
結
局
こ
の
と
き
も
出
馬
を
断
念
し
た
。

２　

統
一
大
統
領
候
補
の
選
出
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
各
党
が
そ
れ
ぞ
れ
大
統
領
候
補
を
絞
り
込

み
、
選
挙
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
一
月
の
こ
と

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
で
は
ア
ル
ベ
ア
ル
の
他
に
も
出
馬
に

意
欲
が
あ
る
と
さ
れ
る
政
治
家
が
何
人
か
い
た
が＊＊

＊

、
最
終
的
に
ア
ル

ベ
ア
ル
と
ア
ド
ル
フ
ォ
・
サ
ル
デ
ィ
バ
ル
（A

dolfo Zaldívar

）
党

首
の
二
人
が
出
馬
の
意
思
を
表
明
し
、
一
月
の
党
大
会
で
、
投
票
に

よ
り
ア
ル
ベ
ア
ル
が
予
備
候
補
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
ア
ル
ベ

ア
ル
の
得
票
率
五
四
％
）。

一
方
、
社
会
党
・
Ｐ
Ｐ
Ｄ
陣
営＊＊

＊

で
は
、
バ
チ
ェ
レ
を
予
備
候
補
と

す
る
こ
と
に
当
初
か
ら
幅
広
い
合
意
が
あ
っ
た
。
選
挙
対
策
本
部
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
不
快
感
を
よ
そ
に
ラ
ゴ
ス
大
統
領
の
子

息
な
ど
の
有
力
者
が
次
々
に
入
り
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
っ
た
。

こ
う
し
て
両
陣
営
と
も
、
七
月
三
一
日
実
施
予
定
の
全
党
員
に
よ

る
全
国
一
斉
予
備
選
挙＊＊

＊

に
お
い
て
ま
ず
は
勝
利
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
選
挙
戦
に
突
入
し
た
。

と
こ
ろ
が
右
派
陣
営
の
内
部
で
の
動
き
が
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
に

も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ピ
ニ
ェ
ラ
の
出
馬
に
よ
り
、
中

道
や
無
党
派
層
の
支
持
が
ピ
ニ
ェ
ラ
に
流
れ
か
ね
な
い
と
の
懸
念
が

出
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
と
く
に
中
道
層
を
支
持
基
盤
と
し
、
コ
ン

セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
二
候
補
に
よ
る
第
一
回
公
開
討
論
会
（
四
月
二
七

日
）で
も
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
ア
ル
ベ
ア
ル＊＊

＊

の
懸
念
は
大
き
か
っ
た
。

国
民
革
新
と
Ｕ
Ｄ
Ｉ
と
の
間
で
は
、
先
に
記
し
た
と
お
り
、
議
会

選
の
各
選
挙
区
で
の
当
確
枠
を
め
ぐ
る
内
部
争
い
が
過
熱
し
て
お

り
、
候
補
者
調
整
の
難
航
す
る
選
挙
区
が
続
出
し
て
い
た
。
と
く

に
焦
点
と
な
っ
た
選
挙
区
の
ひ
と
つ
が
上
院
の
首
都
州
西
部
選
挙

区
で
、
そ
こ
へ
は
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
ノ
ボ
ア
（Jovino N

ovoa

）
党
首
が
出

馬
を
表
明
す
る
一
方
、
ピ
ニ
ェ
ラ
も
出
馬
に
意
欲
が
あ
る
と
伝
え

ら
れ
、
両
党
間
の
軋
轢
が
増
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
国
民
革
新
の
党

内
で
は
ラ
ビ
ン
人
気
の
翳
り
が
議
員
選
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
す
る

声
が
強
ま
っ
て
お
り
、
両
党
間
の
対
立
が
本
来
の
選
挙
戦
以
上
に
メ



186187 2005/06 年チリ大統領・議会選挙

デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
と
な
っ
た＊＊

＊

。

一
連
の
対
立
が
尾
を
引
き
、
結
局
、
国
民
革
新
は
五
月
一
四
日
の

党
全
国
評
議
会
で
、
ラ
ビ
ン
を
支
持
せ
ず
独
自
候
補
を
擁
立
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
投
票
の
結
果
、
七
三
％
の
賛
成
で
ピ
ニ
ェ

ラ
を
候
補
者
に
指
名
し
た
。
驚
い
た
Ｕ
Ｄ
Ｉ
は
統
一
候
補
決
定
の
た

め
の
予
備
選
挙
の
実
施
を
国
民
革
新
に
提
案
し
た
も
の
の
、
交
渉
は

不
調
に
終
わ
り
、
初
め
て
両
党
が
別
々
の
大
統
領
候
補
者
を
立
て
て

選
挙
戦
を
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
（
な
お
、
Ｕ
Ｄ
Ｉ
は
六
月
の
党
大
会

で
ラ
ビ
ン
擁
立
を
公
式
に
決
定
）。

こ
う
し
て
図
２
か
ら
も
窺
え
る
と
お
り
、
選
挙
戦
の
中
盤
で
ピ

ニ
ェ
ラ
が
有
力
候
補
の
一
人
と
し
て
急
浮
上
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
支
持
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
ア
ル
ベ
ア
ル
は
い
っ
そ
う
苦
境
に

立
た
さ
れ
、
ピ
ニ
ェ
ラ
出
馬
決
定
の
一
〇
日
後
（
五
月
二
四
日
）、

予
備
選
挙
を
待
た
ず
に
大
統
領
選
の
出
馬
を
取
り
下
げ
る
こ
と
を
表

明
し
た＊＊

＊

。
こ
れ
に
よ
り
バ
チ
ェ
レ
が
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
統
一
候

補
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
な
お
、
ア
ル
ベ
ア
ル
は
引
き
換
え
に

首
都
州
東
部
選
挙
区
か
ら
上
院
選
に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
り
（
六
月

二
一
日
表
明
）、
事
実
上
、
社
会
党
・
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら
の
支
援
も
得
て

悠
々
と
そ
の
座
を
確
保
し
た＊＊

＊

。

ピ
ニ
ェ
ラ
は
ア
ル
ベ
ア
ル
が
撤
退
す
る
や
、
自
分
の
父
親
が
キ
リ

ス
ト
教
民
主
党
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
一
九
六
〇
年
代
の

フ
レ
イ
（Eduaddo Frei M

ontalva

）
政
権
時
代
に
大
使
を
務
め

て
い
た
と
い
っ
た
逸
話
を
交
え
つ
つ
（H

uneeus 2006: 83

）、
ア
ル

ベ
ア
ル
と
は
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
と
の
発
言
を
繰
り
返
し
た＊＊

＊

。

も
ち
ろ
ん
、
ア
ル
ベ
ア
ル
支
持
票
の
取
り
込
み
が
そ
の
狙
い
で
あ
っ

た
。３　

選
挙
の
争
点
と
世
論
の
動
向

以
上
の
と
お
り
、
選
挙
戦
は
さ
ま
ざ
ま
思
惑
と
駆
け
引
き
が
交
錯

す
る
な
か
で
展
開
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
肝
心
の
政
策
面
で
の
争

点
は
、
い
さ
さ
か
ぼ
や
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
ニ
ェ
ラ
も
ラ
ビ
ン

も
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
の
経
済
・
社
会
政
策
の
大
枠
を
基
本

的
に
は
承
認
し
て
お
り
、
現
政
権
の
政
策
へ
の
批
判
を
ほ
と
ん
ど
口

に
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
政
策
継
承
の
是
非
や
ネ
オ

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
功
罪
が
国
論
を
分
け
て
い
る
多
く
の
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
諸
国
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
へ
の
支
持
は
図
１
で
も
み
た
と
お
り
、

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
ラ
ゴ
ス
政
権
は
、
と
く
に

任
期
後
半
の
三
年
間
で
支
持
率
を
じ
り
じ
り
上
昇
さ
せ
、
選
挙
が
行

わ
れ
た
二
〇
〇
五
年
一
二
月
時
点
に
お
け
る
支
持
率
と
不
支
持
率
の

差
は
、
民
政
移
管
直
後
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
特
殊
な
時
期
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
ま
で
に
開
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
表
５
に
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
中
道
や
左
派
の
み
な
ら
ず
、
右
派
・
中
道
右
派
の
有
権

者
層
に
も
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
チ
ェ
レ
は
、
こ
れ
ま
で

の
ラ
ゴ
ス
政
権
の
基
本
政
策
を
継
承
す
る
公
約＊＊

＊

を
掲
げ
て
い
た
。
ピ

ニ
ェ
ラ
も
ラ
ビ
ン
も
、
ラ
ゴ
ス

批
判
は
選
挙
戦
略
と
し
て
も
得
策

で
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る

（H
uneeus 2006: 83

）。

ピ
ニ
ェ
ラ
が
強
調
し
た
の
は
彼

自
身
の
リ
ベ
ラ
ル
性
、
中
道
穏

健
的
な
政
治
姿
勢
で
あ
り
、
ま

た
一
〇
万
人
の
雇
用
創
出
と
い

う
、
有
能
な
企
業
家
イ
メ
ー
ジ
で

あ
っ
た
。
他
方
、
ラ
ビ
ン
は
雇

用
の
創
出
や
不
平
等
の
緩
和
、
犯

罪
撲
滅
、
腐
敗
根
絶
な
ど
の
主
張

を
掲
げ
た
。
二
人
と
も
、
政
策
論

争
の
面
で
は
治
安
問
題
に
重
点
を

お
き
、
ま
た
政
府
・
与
党
関
係
者

の
一
部
が
絡
ん
だ
汚
職
問
題＊＊

＊

を
批

判
す
る
こ
と
で
政
権
長
期
化
の
弊

害
を
示
唆
し
、
新
風
を
求
め
る
有

権
者
の
心
情
に
訴
え
よ
う
と
試
み

た
。図

３
は
チ
リ
国
民
が
考
え
て
い

る
、
政
府
が
取
り
組
む
べ
き
三
大

課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
表
６
は
、

男性 女性 右／中道右 中道 左／中道左 無党派／なし
（49％）（51％） （26％） （16％） （26％） （29％）

62 56 46 63 82 48支持
21 24 40 22 10 21不支持

性　別 政治的立場

表 5　世論調査：ラゴス政権支持率
　　　（性別・政治的立場別、2005 年 10～11月）

（出所）CEP 社世論調査（http://www.cepchile.cl/）。
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（出所）CEP 社世論調査（http://www.cepchile.cl/）をもとに筆者作成。
（注）政府がもっとも力をいれて解決すべき課題を 3 つあげよとの問に対する回答（合計 300％）。

図 3　世論調査：政府が取り組むべき三大課題（2005 年 10～11月）
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そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
い
ず
れ
の
候
補
者
に
問
題
解
決
の
能
力
が

あ
る
か
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
治
安
対
策
で
実
績
の
あ
る
ラ
ビ
ン

が
「
治
安
」
で
、
ま
た
企
業
家
ら
し
く
ピ
ニ
ェ
ラ
が
「
経
済
成
長
」

や
「
雇
用
」
で
高
い
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
し
か

し
「
腐
敗
」
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
バ
チ
ェ
レ
の
ポ
イ
ン
ト
の

方
が
高
い
。
権
力
の
長
期
化
や
マ
ン
ネ
リ
化
、
あ
る
い
は
汚
職
問
題

が
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
数
少
な
い
弱
点
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
バ

チ
ェ
レ
が
女
性
候
補
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
女
性
が
腐
敗

に
は
無
縁
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
こ
と
へ

の
批
判
を
中
和
化
し
た
（Franceschet 2006: 16

）
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

４　

第
一
回
投
票
か
ら
決
選
投
票
へ

選
挙
戦
は
結
局
、
第
一
回
投
票
で
バ
チ
ェ
レ
が
過
半
数
に
及
ば
ず

（
四
五
・
九
六
％
）、
決
着
は
僅
差
（
二
・
一
八
％
ポ
イ
ン
ト
差
）
で
ラ

ビ
ン
を
上
回
っ
た
二
位
の
ピ
ニ
ェ
ラ
と
の
決
選
投
票
に
も
ち
こ
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
挙
戦
の
序
盤
こ
そ
、
バ
チ
ェ
レ
の
勝
利
は
確

実
だ
が
焦
点
は
一
回
の
投
票
で
そ
れ
が
決
め
ら
れ
る
か
に
あ
る
、
と

い
っ
た
見
方
が
支
配
的＊＊

＊

で
あ
っ
た
。
し
か
し
バ
チ
ェ
レ
は
ピ
ニ
ェ
ラ

出
馬
後
に
生
じ
た
支
持
率
の
低
下
を
最
後
ま
で
挽
回
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

下
院
選
で
は
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
過
半
数
の
五
一
・
七
六
％
の

34 21 32 2雇用
31 33 20 2治安
48 19 18 2医療
44 20 22 2教育
40 20 23 5機会の平等
41 19 20 6労働者保護
31 19 38 1経済成長
45 21 19 2家族
35 24 21 3腐敗
47 17 15 7人権
40 19 19 6平等
42 18 18 6個人の自由
42 18 25 2近隣諸国との関係

バチェレ ラビン ピニェラ ヒルチ

表 6　世論調査：大統領候補の問題解決能力
　　　（2005 年 10～11月）

（出所）CEP 社世論調査（http://www.cepchile.cl/）をもとに筆者作成。
（注）それぞれの政策課題について、どの候補にもっとも問題解決の能

力があるかとの問いに対する回答（％）。

得
票
率
を
上
げ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
バ
チ
ェ
レ
は
思
っ

て
い
た
以
上
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
と
い
え
よ
う＊＊

＊

。
対
照
的
に
、

ピ
ニ
ェ
ラ
の
得
票
率
は
二
四
・
八
四
％
に
達
し
て
い
た
が
、
国
民
革

新
は
下
院
選
で
は
得
票
率
一
四
・
一
二
％
を
上
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
議
会
選
で
は
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
候
補
を
支
持
し
つ
つ
大

統
領
選
挙
で
は
ピ
ニ
ェ
ラ
を
支
持
し
た
ね
じ
れ
投
票
が
、
お
そ
ら
く

中
道
層
を
中
心
に
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
大
統
領
選
で
は
三
人
の
他
に
も
う
一
人
、
共
産
党
（PC

：

Partido Com
unista de Chile

）
と
人
道
主
義
党
（PH

: Partido 
H

um
anista

）
か
ら
な
る
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
の
推
す
ヒ
ル
チ
（T

om
ás 

H
irsch

）
が
出
馬
し
て
お
り
、
五
・
四
〇
％
を
得
票
し
て
い
た
。
下

院
選
で
は
、
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
は
特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
の
た
め
に
一

人
の
当
選
者
も
出
し
て
い
な
い
が
、
得
票
率
自
体
は
七
・
四
〇
％
に

も
達
し
て
い
た
。
過
半
数
ま
で
四
・
〇
四
％
ポ
イ
ン
ト
足
り
な
か
っ

た
バ
チ
ェ
レ
に
と
っ
て
、
決
選
投
票
で
こ
の
左
翼
層
の
支
持
を
確

実
に
確
保
す
る
こ
と
は
必
須
課
題
で
あ
っ
た
。
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ

ン
は
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
交
渉
に
臨
み
、
特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
の

改
正
、
労
働
法
改
正
に
よ
る
団
体
交
渉
権
の
確
立
、
最
低
年
金
・
補

助
年
金
の
増
額
な
ど
、
左
翼
側
の
提
示
す
る
五
つ＊＊

＊

の
条
件
を
受
け
入

れ
、
バ
チ
ェ
レ
支
持
の
約
束
を
と
り
つ
け
た
。
ま
た
新
政
権
が
真
っ

先
に
取
り
組
む
べ
き
三
六
の
政
策
を
掲
げ
た
「
一
〇
〇
日
プ
ラ
ン
」

を
あ
ら
た
に
発
表
し
、
と
く
に
社
会
政
策
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
た＊＊

＊

。

一
方
、
ピ
ニ
ェ
ラ
は
当
然
、
支
持
者
を
中
道
層
に
広
げ
る
こ
と
を

試
み
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
ピ
ニ
ェ
ラ
は
ひ
と
つ
の
失
敗
を
犯
し
た
。

ピ
ニ
ェ
ラ
は
、
自
分
を
支
持
す
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
党
員
と
し
て

何
人
か
の
氏
名
を
公
表
し
た
が
、
本
人
た
ち
か
ら
否
定
さ
れ
、
こ
れ

が
彼
の
信
用
性
を
低
め
る
と
と
も
に
、
右
派
色
の
強
い
Ｕ
Ｄ
Ｉ
を
白

け
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
（H

uneeus 2006: 87

）。

結
局
、
決
選
投
票
で
バ
チ
ェ
レ
は
五
三
・
五
〇
％
を
得
票
し
、
ピ

ニ
ェ
ラ
を
振
り
切
っ
た
（
表
１
）。
バ
チ
ェ
レ
は
約
五
三
万
二
千
票

を
上
積
み
し
て
い
る
の
で
、
旧
ヒ
ル
チ
票
の
三
七
万
五
千
票
は
確
実

に
確
保
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
獲
得
し
た
票
が

一
五
万
七
千
ほ
ど
に
の
ぼ
る
計
算
に
な
る
。
一
方
、
ピ
ニ
ェ
ラ
は
約

一
四
七
万
三
千
票
を
上
積
み
し
て
い
る
が
、
第
一
回
投
票
で
ラ
ビ
ン

が
得
て
い
た
約
一
六
一
万
三
千
票
に
は
達
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

旧
ラ
ビ
ン
票
を
一
四
万
ほ
ど
取
り
こ
ぼ
し
た
こ
と
に
な
る
。
大
雑
把

な
計
算
で
は
あ
る
が
、
こ
の
約
一
四
〜
一
五
万
票
分
が
「
反
ピ
ニ
ェ

ラ
票
」
と
し
て
ラ
ビ
ン
か
ら
バ
チ
ェ
レ
に
流
れ
た
の
は
間
違
い
な
さ

そ
う
で
あ
る＊＊

＊

。
国
民
革
新
、
Ｕ
Ｄ
Ｉ
両
党
の
党
員
や
党
組
織
間
で
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
確
執
が
、
最
後
に
大
き
く
響
い
た
と
い
え
る
。
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Ⅲ　

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
持
続
の
意
味

１　
「
二
つ
の
左
派
」
の
議
論
と
チ
リ
社
会
党
の
変
化

近
年
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治
の
左
傾
化
に
関
し
、
二
つ
の
左
派

の
違
い
を
強
調
す
る
議
論
が
多
く
提
起
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
カ

ス
タ
ニ
ェ
ー
ダ
は
社
会
主
義
・
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
系
譜
の
左

派
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
系
譜
の
左
派
と
を
区
分
す
る
（
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー

ダ 2006

）。
ペ
ト
コ
フ
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
キ
ュ
ー
バ
を
無
責
任
な
左

派
と
位
置
づ
け
そ
の
他
の
近
代
的
・
民
主
主
義
的
左
派
と
区
別
す
る

（Petkoff 2005

）。
分
類
の
基
準
や
説
明
の
仕
方
は
論
者
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
が
、
善
悪
二
分
法
を
と
り
、
チ
リ
を
良
い
左
派
の
代
表

と
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
が
発
足
し
た
当
時
、
そ
の
先
行
き
を
危

ぶ
む
声
は
け
っ
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
政
権
の
主
要
な
一
角
を
、

ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
の
中
枢
を
担
い
、
ク
ー
デ
タ
後
に
は
激
し
い
弾
圧

を
受
け
た
社
会
党
が
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
軍
は
新
政
権
が
乗

り
出
す
で
あ
ろ
う
人
権
侵
害
問
題
の
追
及
に
身
構
え
た
し
、
ま
た
企

業
家
た
ち
は
経
済
政
策
が
い
か
に
変
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
懸
念
し

た
。
民
主
化
を
も
っ
ぱ
ら
の
目
標
に
集
ま
っ
た
寄
り
合
い
所
帯
の
政

権
に
ど
れ
ほ
ど
統
治
能
力
が
あ
る
か
を
疑
う
向
き
も
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
は
も
っ
と
も
楽
天

的
な
見
通
し
さ
え
も
上
回
っ
て
持
続
し
た＊＊

＊

。
左
派
勢
力
は
中
道
勢
力

と
の
協
調
に
努
め
、
政
権
を
維
持
し
た
。
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
内

部
で
左
派
は
、
た
し
か
に
人
権
問
題
で
の
妥
協
に
反
対
す
る
な
ど
独

自
色
も
出
し
た
が
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
関
し
て
は
基
本
的
に
は
軍

事
政
権
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
異
を
唱
え
な
か
っ
た
。
民
政
移

管
直
後
の
重
要
な
時
期
に
市
場
経
済
主
義
の
是
非
が
論
争
の
的
に
な

ら
ず
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
政
権
与
党
内
に
持
ち
込
ま
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
求
心
力

と
持
続
性
を
強
化
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権
期
は
チ
リ
社
会
党
に
と
っ
て
受
難
の
時
代
で

あ
っ
た
が
、
社
会
主
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
内
省
し
学
習
す
る
機

会
で
も
あ
っ
た
。
社
会
党
は
こ
の
間
、
内
部
論
争
を
繰
り
広
げ
、

一
九
七
九
年
に
二
つ
の
潮
流
に
大
き
く
分
か
れ
た
。
ひ
と
つ
は
ア

ル
メ
イ
ダ
（Clodom

iro A
lm

eyda

）
を
中
心
と
す
る
正
統
派
の
グ

ル
ー
プ
で
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
の
失
敗
の
原
因
は
国
家
が
労
働
者
階

級
の
真
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
と
ら

え
、
民
主
化
闘
争
は
労
働
者
と
の
同
盟
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
ア
ル
タ
ミ
ラ
ノ
（Carlos 

A
ltam

irano

）
を
中
心
と
す
る
革
新
派
の
グ
ル
ー
プ＊＊

＊

で
、
教
条
的
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
唯
一
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
こ
と
か

ら
は
決
別
し
民
主
主
義
と
人
権
の
価
値
を
採
り
入
れ
、
幅
広
い
政

治
勢
力
と
連
携
し
て
民
主
化
を
模
索
す
べ
き
と
の
立
場
を
と
っ
た

（Garretón 2005: 160-162

）。

チ
リ
の
民
主
化
運
動
と
冷
戦
終
結
と
が
時
期
的
に
符
合
し
て
い
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
軍
政
の
時
代
、
チ
リ
か
ら
多
く
の

左
派
が
ソ
連
・
東
欧
諸
国
に
亡
命
し
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代

に
彼
ら
が
目
に
し
た
の
は
、
社
会
主
義
体
制
の
矛
盾
で
あ
り
崩
壊
の

過
程
で
あ
っ
た
。
他
方
で
西
欧
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の
社

会
主
義
政
権
、
あ
る
い
は
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
新
し
い

左
派
が
興
隆
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
時
代
潮
流
に
敏
感
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
変
化
に
も
柔
軟
で

あ
っ
た
旧
社
会
党
員
が
、
国
内
に
お
い
て
は
現
実
主
義
的
な
政
治
態

度
に
変
化
し
、
や
が
て
チ
リ
の
左
派
の
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
彼

ら
は
社
会
党
非
合
法
化
の
制
約
を
か
い
く
ぐ
っ
て
活
動
を
続
け
、

一
九
八
七
年
に
は
ラ
ゴ
ス
ら
が
党
派
横
断
的
に
、
民
主
化
の
た
め
の

手
段
政
党
（partido instrum

ental

）
と
の
位
置
づ
け
で
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を

結
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
革
新
派
の
左
派
が
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
一

翼
を
担
い
、
政
権
交
代
に
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

民
政
移
管
選
挙
に
勝
利
し
た
直
後
、
分
断
さ
れ
て
い
た
左
派
は
、

ふ
た
た
び
統
一
「
社
会
党
」
を
結
成
し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
左
派

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
党
の
組
織
レ
ベ
ル
で
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て

い
た
。
そ
の
こ
と
は
一
九
九
二
年
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
党
内
選
挙

で
革
新
派
の
エ
ン
リ
ケ
・
コ
レ
ア
（Enrique Correa

）
官
房
長
官

が
次
期
党
首
に
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
執
行
部
一
五
名
の
う
ち
九

名
が
革
新
派
で
占
め
ら
れ
た
こ
と
に
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。
同
年

一
二
月
の
党
大
会
で
、「
市
場
経
済
の
有
効
性
を
承
認
す
る
」
と
の

一
文
の
入
っ
た
経
済
決
議
が
採
択
さ
れ
、
ま
た
、
ヌ
ニ
ェ
ス
党
首
に

よ
る
「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
資
本
主
義
に
代
替
す
る
制
度
と
は
な
り
え

ず
、
市
場
経
済
モ
デ
ル
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
演
説
が
あ
っ

た
（E

l M
ercurio , 14 de diciem

bre de 1992, pp.A
1, A

12
）

こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
時
代
の
区
切
り
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｄ
も
左
派
の
変
化
と
拡
大
の
た
め
に
、
想
定
を
越

え
た
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
主
化
の
実

現
と
社
会
党
の
再
結
成
に
伴
い
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
所
期
の
目
的
は
果
た
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
文
化
や
環
境
な
ど
に
か
か
わ
る
市

民
派
な
ど
、新
し
い
政
治
層
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
社
会
党
と
は
別
政
党
と
し
て
存
続
す
る
こ
と

に
な
っ
た＊＊

＊

。
こ
の
こ
と
は
、
左
派
の
支
持
基
盤
を
広
げ
る
こ
と
に
大

き
な
意
味
を
も
っ
た
。

２　

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
の
功
罪
と

　
　

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
結
集
軸

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
に
政
治
ブ
ロ
ッ
ク
の
固
定
化
を
促
す
作
用

が
あ
り
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
持
続
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
す
で

に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
左
派
の
変
化
は
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ

オ
ン
政
権
の
求
心
力
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
元
来
、
民
主
化
の
実
現
を
も
っ
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ぱ
ら
の
結
集
軸
と
し
て
誕
生
し
た
政
党
連
合
で
あ
る
。
そ
の
目
的

は
、
す
で
に
一
六
年
以
上
も
前
に
達
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
ほ
ど
の
時
間
が
過
ぎ
て
も
今
な
お
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
に
強
い

求
心
力
と
持
続
性
が
あ
る
理
由
は
、
選
挙
戦
術
的
な
理
由
や
左
派
の

変
化
だ
け
で
説
明
で
き
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

民
政
移
管
当
時
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
が
直
面
し
た
も
っ
と

も
困
難
な
課
題
が
、
軍
事
政
権
が
残
し
た
「
負
の
遺
産
」
を
い
か
に

清
算
す
る
か
で
あ
っ
た
。
選
挙
制
度
を
は
じ
め
、
憲
法
や
法
律
に
は

い
く
つ
も
の
非
民
主
主
義
的
な
条
項
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
軍
政

時
代
は
闇
に
葬
ら
れ
て
い
た
人
権
侵
害
事
件
の
真
相
解
明
や
責
任
追

及
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
軍
は
多
く
の
権
限
と
発
言
力
を
保
持
し
て
い
た
。
陸
軍

総
司
令
官
と
し
て
の
ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍
の
地
位
は
憲
法
で
保
証
さ
れ

て
お
り
、
兵
舎
の
な
か
か
ら
政
治
に
睨
み
を
利
か
せ
、
実
際
に
ク
ー

デ
タ
ま
が
い
の
行
動
を
と
る
な
ど
し
て
政
府
を
強
く
牽
制
す
る
こ
と

も
あ
っ
た＊＊

＊

。

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
に
よ
る
民
主
主
義
改
革
や
人
権
問
題
解

決
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
き
わ
め
て
緩
慢
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
人
権
侵
害
の
責
任
追
及
に
関
し
て
は
、
一
九
九
八
年
に

ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍
が
ロ
ン
ド
ン
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て

よ
う
や
く
い
く
つ
か
の
裁
判
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
成
果
は

非
常
に
乏
し
か
っ
た＊＊

＊

。
制
度
改
革
に
関
し
て
も
、
任
命
上
院
議
員
や

終
身
上
院
議
員
の
廃
止
、
あ
る
い
は
軍
の
総
司
令
官
を
罷
免
す
る
大

統
領
権
限
の
回
復
な
ど
の
包
括
的
な
憲
法
改
正
が
実
現
し
た
の
は
、

よ
う
や
く
二
〇
〇
五
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
政
治
面
で
の
政
策
課
題
の
実
現
に
非
常
に
時
間
が
か

か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
が
法
の
尊
重
を

貫
い
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
は
い
っ
さ

い
の
強
権
発
動
を
避
け
、
憲
法
と
法
に
則
っ
て
制
度
改
革
を
実
現
し

よ
う
と
し
、ま
た
人
権
侵
害
の
責
任
追
及
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
軍
事
政
権
に
不
利
益
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
政
策
は
、
右
派

の
反
対
に
よ
っ
て
こ
と
ご
と
く
退
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
法
治
主
義

の
遵
守
は
、
政
治
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
の
基
幹
的
戦
略
と
し
て
大

き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
軍
の
つ
く
っ
た
ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル
に
則
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
軍
に
対
し
、
政
治
に
介
入
す
る
口

実
を
い
っ
さ
い
与
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
と
任
命
上
院
議
員
制
が
「
拒
否
権
」
を
有

し
た
右
派
の
存
在
を
保
証
し
、
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
著
し
く
遅
ら
せ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
主
主
義
課
題
の
達
成
が

長
期
に
わ
た
っ
て
先
延
ば
し
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ

ン
の
存
在
目
的
も
持
続
化
し
、
結
果
的
に
は
、「
軍
政
」
対
「
反
軍

政
」
と
い
う
対
立
構
図
を
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
温
存
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
民
主
主

義
改
革
の
未
達
成
の
原
因
は
、政
権
運
営
の
ま
ず
さ
で
は
な
く
、も
っ

ぱ
ら
法
の
制
約
や
選
挙
制
度
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
き
つ
め

れ
ば
、
特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
が
つ
く
り
だ
し
た
政
治
環
境
の
た
め

に
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
持
続
の
正
統
性
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ

た
と
さ
え
い
え
る
。

今
後
の
展
望
―
―
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
は
溶
解
す
る
の
か

特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
は
民
政
移
管
後
の
チ
リ
政
治
の
構
図
を
規

定
し
て
き
た
が
、
制
度
疲
労
も
露
わ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
選
挙
戦

の
照
準
が
与
野
党
対
決
で
は
な
く
与
野
党
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
内

で
の
対
立
や
駆
け
引
き
に
終
始
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で

に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
大
政
治
ブ
ロ
ッ
ク

の
外
側
に
い
る
政
治
勢
力
、
具
体
的
に
は
共
産
党
を
中
心
と
す
る
左

翼
の
政
治
勢
力
が
、
七
％
を
超
え
る
得
票
率
を
得
な
が
ら
ま
っ
た
く

議
席
を
得
て
い
な
い
と
の
問
題
も
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
五
〜
六
月
、

公
共
交
通
の
学
割
パ
ス
使
用
制
限
問
題
を
引
き
金
に
し
た
高
校
生
に

よ
る
抗
議
行
動
が
教
育
改
革
全
般
の
問
題
に
波
及
し
、
大
規
模
デ
モ

に
ま
で
拡
大
し
て
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
市
内
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
こ
と

は
、驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、世
界
中
に
配
信
さ
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
と
な
っ
た
。
バ
チ
ェ
レ
政
権
が
発
足
後
わ
ず
か
四
ヶ
月
に
し
て
内

閣
改
造
に
追
い
込
ま
れ＊＊

＊

、
バ
チ
ェ
レ
の
統
治
能
力
へ
の
不
安
を
抱
か

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
事
件
は
、
二
大
政
治
ブ
ロ
ッ
ク
が
吸
収
し

き
れ
な
い
不
満
の
は
け
口
が
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
現
れ
か
ね
な
い
と
い

う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

制
度
改
革
に
関
す
る
課
題
の
な
か
で
最
後
ま
で
残
っ
た
の
が
特
殊

二
名
選
出
選
挙
制
の
改
正
で
あ
る＊＊

＊

。
こ
の
実
現
は
バ
チ
ェ
レ
の
公
約

に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
決
選
投
票
で
の
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
の
支
持
取
り
付
け
の
際
、
彼
ら
に
約
束
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
成
否
の
政
治
的
な
意
味
は
大
き
い
。

右
派
勢
力
か
ら
は
早
く
も
改
正
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る＊＊

＊

。
選

挙
制
度
の
改
革
は
、
与
野
党
を
問
わ
ず
各
議
員
の
利
害
に
直
結
し
て

く
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
新
案
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
論
争
が
錯
綜
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
時
点
で
は
バ
チ
ェ
レ
政

権
の
政
策
課
題
と
し
て
は
医
療
改
革
や
教
育
改
革
が
先
行
し
て
い

る
。
し
か
し
選
挙
制
度
の
問
題
は
、
い
ず
れ
重
要
争
点
に
浮
上
す
る

は
ず
で
あ
る
。

も
し
選
挙
制
度
改
正
が
本
当
に
実
現
し
た
な
ら
、
新
制
度
の
内
容

し
だ
い
で
は
、
二
大
政
治
ブ
ロ
ッ
ク
の
融
解
が
始
ま
る
可
能
性
も
あ

る
。
逆
説
的
だ
が
、
論
理
的
に
は
、
制
度
改
革
が
完
成
す
る
こ
と
で

コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
の
求
心
力
や
存
在
目
的
の
要
が
溶
解
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
末
に
行
わ
れ
る
次
の
選
挙＊＊

＊

の
と
き

に
は
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
と
右
派
連
合
と
の
対
決
と
い
う
今
日
の

枠
組
み
は
、
い
よ
い
よ
変
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

◉
注
記本

稿
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
脱
稿
し
、
査
読
者
の
査
読
を
経
て
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二
〇
〇
七
年
二
月
に
修
正
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
提
出

後
の
二
〇
〇
七
年
三
月
二
八
日
、
筆
者
は
チ
リ
に
お
い
て
共
産
党
幹
部

の
一
人
と
面
会
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
の
と
き
の
聞
き
取
り
に
よ
れ

ば
、
現
行
の
特
殊
二
名
選
出
選
挙
制
の
仕
組
み
は
維
持
し
つ
つ
、
一
定

の
得
票
率
を
得
た
政
党
に
対
し
て
追
加
的
に
議
席
を
配
分
す
る
（
た
と

え
ば
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
率
を
得
た
政
党
に
対
し
下
院
に
五
名
の

議
員
枠
を
与
え
る
）
と
の
制
度
改
正
の
構
想
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て

同
党
と
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
と
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
校
正
段
階
で
得
て
い
る
最
新
の
情
報
（
エ
ル
・
メ

ル
ク
リ
オ
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
版
）
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
二
〇
〇
八
年
二

月
二
〇
日
、
時
期
通
常
議
会
（
三
月
四
日
開
会
）
で
選
挙
制
度
改
正
法

案
を
緊
急
審
議
扱
い
と
す
る
と
の
方
針
を
表
明
し
た
（
二
〇
〇
八
年
二

月
二
七
日
記
）。

◉
注

＊
１　

大
統
領
と
し
て
の
職
務
を
六
年
間
継
続
し
て
遂
行
し
た
者
が
終
身

上
院
議
員
と
し
て
の
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

＊
２　

H
uneeus 2006: 93-94. 

こ
の
と
き
共
産
党
か
ら
三
人
が
入
閣
し

て
い
る
（
増
田
編 2000: 332-333

）。

＊
３　

ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権
期
と
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
期
を
比
較
す
る

と
、
国
内
総
生
産
、
イ
ン
フ
レ
率
、
失
業
率
、
実
質
賃
金
な
ど
の
マ

ク
ロ
経
済
指
標
は
す
べ
て
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
期
の
ほ
う
が
よ
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
貧
困
人
口
率
も
過
去
二
〇
年
間
に
半
減
し
た
。
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
、H

uneeus

（2006

）、
安
井
（2006

）
な

ど
を
参
照
。

＊
４　

市
民
の
間
、
あ
る
い
は
報
道
で
は
「
ペ
ー
・
ペ
ー
・
デ
ー
」
と
の

呼
称
が
定
着
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
以
下
、
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
記
す
。

＊
５　

軍
政
時
代
、
政
党
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
と
く
に
社
会
党
系
の
左
派

は
分
断
さ
れ
た
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
初
は
一
七

政
党
・
政
治
集
団
の
連
合
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
社
会
党
が
統

一
さ
れ
、
あ
る
い
は
小
党
が
主
要
政
党
に
吸
収
さ
れ
る
な
ど
し
て
、

一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
以
降
、
四
党
に
収
斂
し
て
い
る
。
な
お
、
小
党

の
ひ
と
つ
「
人
道
主
義
と
緑
の
党
」（
発
足
当
初
は
「
人
道
主
義
党
」
と

「
緑
の
党
」
の
二
党
で
あ
っ
た
が
途
中
で
合
併
）
の
み
は
、
後
に
コ
ン
セ

ル
タ
シ
オ
ン
を
離
脱
し
た
。

＊
６　

白
票
、
無
効
票
を
含
む
全
投
票
の
う
ち
で
賛
成
票
が
占
め
た
割
合
。

＊
７　

有
効
投
票
の
う
ち
で
エ
イ
ル
ウ
ィ
ン
が
獲
得
し
た
票
の
割

合
。
な
お
、
軍
政
支
持
派
の
推
す
ビ
ュ
ッ
ヒ
（H

ernán Būchi

）
は

二
九
・
四
〇
％
、
保
守
系
無
所
属
の
エ
ラ
ス
リ
ス
（Francisco Javier 

Errázuriz

）
は
一
五
・
四
三
％
を
得
票
し
た
。

＊
８　

一
般
に
「
二
名
選
挙
シ
ス
テ
ム
」（sistem

a electoral binom
inal

）

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
選
出
方
法
と
議
席
配
分
に
本
稿
で
説
明
す
る
と
お

り
の
特
殊
性
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
特
殊
二
名
選
出
選
挙

制
」
と
記
す
。

＊
９　

こ
の
他
、
第
三
勢
力
、
具
体
的
に
は
急
進
的
・
非
妥
協
的
な
左
翼

勢
力
を
排
除
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。

＊
10　

大
統
領
が
任
命
す
る
元
大
学
学
長
一
名
と
元
国
務
相
一
名
、
国
家

安
全
保
障
審
議
会
が
任
命
す
る
陸
・
海
・
空
・
警
察
軍
の
元
将
軍
各
一

名
、
最
高
裁
が
任
命
す
る
元
最
高
裁
判
事
二
名
と
元
総
監
査
院
長
一
名
。

た
だ
し
、
第
二
次
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
政
権
以
降
は
大
統
領
指
名
の
三

名
は
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
系
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
最
高
裁
に
つ
い
て
も
、

世
代
交
代
が
進
む
に
つ
れ
、
従
来
の
軍
事
政
権
寄
り
姿
勢
か
ら
し
だ
い

に
中
立
化
し
て
い
っ
た
。

＊
11　

市
民
の
間
、
あ
る
い
は
報
道
で
は
「
ウ
デ
ィ
」
と
の
呼
称
が
定
着

し
て
お
り
、
本
稿
で
は
以
下
、
Ｕ
Ｄ
Ｉ
と
記
す
。

＊
12　

ま
た
、敗
色
濃
厚
な
候
補
者
が
選
挙
戦
を
真
剣
に
戦
わ
な
い
た
め
、

相
手
ブ
ロ
ッ
ク
に
倍
以
上
の
得
票
を
許
し
、
自
ブ
ロ
ッ
ク
の
有
力
候
補

者
を
も
落
選
に
追
い
込
む
と
い
う
事
例
も
生
ま
れ
た
。

＊
13　

ラ
ゴ
ス
大
統
領
自
身
、
二
〇
〇
四
年
、「
最
大
の
変
化
の
し
る
し

は
、
初
め
て
女
性
が
大
統
領
職
に
就
く
こ
と
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い

る
（Franceschet 2006: 16

）。

＊
14　

ク
ー
デ
タ
三
〇
周
年
を
め
ぐ
る
民
軍
関
係
の
展
開
に
つ
い
て
は
浦

部
（2003

）
を
参
照
。

＊
15　

一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇
年
の
選
挙
戦
に
つ
い
て
は
浦
部
（2000

）

を
参
照
。

＊
16　

ピ
ニ
ェ
ラ
は
シ
テ
ィ
コ
ー
プ
、
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
米
国
系
企
業
の

チ
リ
法
人
、
民
間
テ
レ
ビ
局
一
局
を
所
有
し
、
ま
た
チ
リ
最
大
の
民
間

航
空
会
社
の
大
株
主
と
な
っ
て
い
る
（Latin A

m
erican R

egional 
R

eport: Brazil &
 Southern Cone, M

ay 2005, p.2

）。

＊
17　

盗
聴
を
実
行
し
た
と
し
て
陸
軍
少
佐
が
逮
捕
さ
れ
た
。
な
お
、
陸

軍
は
あ
く
ま
で
少
佐
の
単
独
犯
行
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
た
。

＊
18　

フ
レ
イ
元
大
統
領
・
終
身
上
院
議
員
も
出
馬
に
意
欲
が
あ
る
と
さ

れ
、
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
フ
レ
イ
は
世
論
調
査
の
動
向
を
睨
み
、
党

大
会
ま
で
に
不
出
馬
の
意
思
を
表
明
し
た
。

＊
19　

な
お
、
急
進
社
会
民
主
党
も
一
九
九
七
年
以
来
、
社
会
党
・
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
サ
ブ
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
わ
っ
て
い
る
。

＊
20　

統
一
候
補
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
バ
チ
ェ
レ
陣
営
が
全
国
一

斉
予
備
選
挙
を
六
月
に
実
施
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
ア
ル

ベ
ア
ル
陣
営
は
で
き
る
だ
け
支
持
率
を
挽
回
し
、
ま
た
比
較
的
強
固
な

キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
地
方
組
織
を
生
か
し
た
い
と
の
思
惑
か
ら
、
八

月
に
州
別
集
計
の
予
備
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
調
整
の

結
果
、
三
月
末
、
党
員
に
よ
る
全
国
一
斉
予
備
選
挙
を
七
月
三
一
日
に

実
施
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。

＊
21　

タ
イ
ム
リ
サ
ー
チ
（T

im
e Research

）
社
が
バ
チ
ェ
レ
勝
利

六
一
％
、
ア
ル
ベ
ア
ル
勝
利
三
〇
％
と
の
世
論
調
査
結
果
を
速
報
し
た

の
を
は
じ
め
、
各
社
の
調
査
で
は
い
ず
れ
も
バ
チ
ェ
レ
が
勝
利
し
た
と

の
結
果
が
出
て
い
た
（"Prim

eras encuestas dan por ganadora 
a Bachelet", E

l M
ercurio O

nline, 01:08 jueves 28 de abril de 
2005

）。

＊
22　

ラ
ビ
ン
は
二
月
、
支
持
率
挽
回
と
ピ
ニ
ェ
ラ
取
り
込
み
の
思
惑
か

ら
ピ
ニ
ェ
ラ
を
選
挙
対
策
本
部
に
迎
え
る
意
向
を
表
明
し
た
。
し
か
し

こ
れ
に
は
国
民
革
新
の
み
な
ら
ず
ピ
ニ
ェ
ラ
を
嫌
悪
す
る
Ｕ
Ｄ
Ｉ
か
ら

も
不
満
の
声
が
あ
が
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

＊
23　

ア
ル
ベ
ア
ル
は
も
と
も
と
、
サ
ル
デ
ィ
バ
ル
党
首
を
は
じ
め
と
す

る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
執
行
部
が
資
金
的
・
道
義
的
支
援
を
し
て
い

な
い
と
の
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
そ
れ
も
辞
任
の
一
因
と
な
っ
た
。
辞

任
表
明
後
、
ア
ル
ベ
ア
ル
は
そ
の
旨
の
書
簡
を
サ
ル
デ
ィ
バ
ル
に
送
っ

て
い
る
。

＊
24　

ア
ル
ベ
ア
ル
の
得
票
数
五
八
万
二
七
一
一
に
対
し
、
社
会
党
候
補

の
得
票
数
は
七
万
五
五
一
三
で
あ
っ
た
。
社
会
党
・
Ｐ
Ｐ
Ｄ
陣
営
は
有

力
候
補
を
立
て
ず
、
事
実
上
、
ア
ル
ベ
ア
ル
を
支
持
し
た
。

＊
25　

Latin A
m

erican R
egional R

eport: Brazil &
 Southern Cone, 
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M
ay 2005, p.2.

＊
26　

バ
チ
ェ
レ
の
綱
領
に
は
医
療
・
教
育
改
革
を
最
優
先
す
る
こ
と
や

社
会
的
弱
者
層
の
青
年
に
最
低
一
二
ヶ
月
の
雇
用
保
障
を
す
る
こ
と
な

ど
、
社
会
政
策
を
重
視
す
る
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
全
体

的
に
は
、
付
加
価
値
税
一
九
％
の
維
持
や
財
政
黒
字
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
一
％
の

堅
持
な
ど
、
ラ
ゴ
ス
政
権
に
よ
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
大
枠
を
踏
襲
す

る
綱
領
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
綱
領
は Bachelet

（2005

）
参
照
。

＊
27　

ラ
ゴ
ス
政
権
期
に
入
っ
て
か
ら
、
コ
ン
セ
ル
タ
シ
オ
ン
下
院
議
員

の
口
利
き
問
題
や
公
共
事
業
省
幹
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
料
受
領
問

題
、さ
ら
に
は
上
院
議
員
の
未
成
年
者
性
的
虐
待
問
題
な
ど
が
浮
上
し
、

元
閣
僚
、
議
員
ら
が
訴
追
（
議
員
の
場
合
は
不
逮
捕
特
権
を
剥
奪
さ
れ

て
訴
追
）
さ
れ
る
事
件
が
続
い
た
。

＊
28　

Latin A
m

erican R
egional R

eport: Brazil &
 Southern Cone, 

June 2005, p.14.

＊
29　

こ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
各
党
が
議
会
選
に
精
力
を
奪
わ
れ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
に
は
バ
チ
ェ
レ

支
持
の
空
気
の
拡
大
が
そ
の
ま
ま
社
会
党
・
Ｐ
Ｐ
Ｄ
陣
営
の
議
会
選
候

補
者
に
有
利
に
働
く
こ
と
を
避
け
た
い
と
の
思
惑
が
あ
り
、
大
統
領
選

へ
の
動
員
が
弱
か
っ
た
（A

ngell and Reig 2006: 489-490

）。

＊
30　

あ
と
の
二
点
は
パ
ス
ク
ア
・
ラ
マ
金
鉱
床
開
発
を
め
ぐ
る
先
住
民

問
題
・
環
境
問
題
の
解
決
、
お
よ
び
軍
政
下
の
人
権
侵
害
被
害
者
へ
の

補
償
の
増
額
。
安
井
（2006

）
を
参
照
。

＊
31　

公
共
医
療
無
料
診
察
年
齢
の
六
五
歳
か
ら
六
〇
歳
へ
の
引
き
下

げ
、高
齢
者
・
低
所
得
者
対
策
、教
育
支
援
、保
育
所
・
託
児
所
の
充
実
、

年
金
改
革
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

＊
32　

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
が
「
反
ピ
ニ
ェ
ラ
票
」
と
断
言
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
第
一
回
投
票
で
「
社
会
党
忌
避
」
の
投
票
行
動
を

し
た
中
道
の
有
権
者
が
決
選
投
票
で
は
「
右
派
勝
利
忌
避
」
の
投
票
行

動
に
転
じ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
か
な
り
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
一
四
〜
一
五
万
票
が
勝
敗
の
分
か
れ
め
に
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

＊
33　

た
と
え
ば
、Rabkin

（1992: 120

）
を
参
照
。

＊
34　

こ
れ
ら
革
新
派
の
リ
ー
ダ
ー
は
ア
ル
タ
ミ
ラ
ノ
か
ら
ヌ
ニ
ェ
ス

（Ricardo N
uñéz

）、
ア
ラ
テ
（Jorge A

rrate

）
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
。

＊
35　

Ｐ
Ｐ
Ｄ
党
首
の
ラ
ゴ
ス
は
あ
え
て
社
会
党
と
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
二
重
党
籍

を
維
持
し
、
友
党
関
係
の
象
徴
の
役
割
を
果
た
し
た
。

＊
36　

民
軍
関
係
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
浦
部
（2004

）
も
参
照
。

＊
37　

人
権
侵
害
の
責
任
追
及
問
題
に
つ
い
て
は
、浦
部
（1999

）
も
参
照
。

＊
38　

七
月
一
四
日
、
内
相
、
教
育
相
、
経
済
相
が
更
迭
さ
れ
た
。

＊
39　

す
で
に
二
〇
〇
五
年
八
月
の
憲
法
改
正
で
、
特
殊
二
名
選
出
選
挙

制
の
規
定
は
憲
法
か
ら
選
挙
法
へ
移
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
選
挙

制
度
の
改
正
に
関
わ
る
手
続
き
上
の
要
件
は
緩
和
さ
れ
た
。

＊
40　

た
と
え
ば
国
民
革
新
の
ラ
ラ
イ
ン
（Carlos Larraín

）
党
首

は
、
現
行
の
選
挙
制
は
た
い
へ
ん
よ
く
機
能
し
て
い
る
と
発
言
し
て
い

る
（"T

im
onel de RN

 asegura que sistem
a binom

inal 'tiene 
cuerda para rato'", E

l M
ercurio O

nline,10:50 m
artes 10 de 

octubre de 2006

）。

＊
41　

二
〇
〇
五
年
八
月
の
憲
法
改
正
で
、
大
統
領
の
任
期
は
六
年
か
ら

四
年
に
短
縮
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
任
期
四
年
の
下
院
選
、
任
期
八

年
で
定
数
の
約
半
数
が
四
年
ご
と
に
改
選
さ
れ
る
上
院
選
、
そ
し
て
大

統
領
選
は
、
必
ず
同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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